
轟
弧
調

…叢

濁

身

概

論

:

畔
〃
畿

肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

植

民
地

の
経

済
政
策

に
就

き

て

:

海

運
に
於
け
る
競
争
と
濁
占
と

の
分
界

時

臨
調

震

災

纏

濟

槻

・
・
・
・
…

時
局
緊
急
の
纒
濟
關
係
諸
勅
令

一説

一発

安
政

の
震
災

と
救

済
策

・

勢

働
生
産
力

と
勢

賃

・

㎝羅

線
}

原

始
的
土
地
所
有
構

の

一
例

・

兌
換
券

と
物
債

指
籔

と

の
關

係

・

戦
後
独
逸

の
大

學
生
敷

・
・
:

・
注
學
博
士

・
文
學
博
士

・
法
華
博
士

渋

墨

士

小 山 米 財
島 本 田 部
昌 芙 庄
太 越 太 静
郎 乃 郎 治

・
法
學
博
士

河

田

嗣

郎

・
淫
學
博
士

帥

戸

正

雄

・
注

學

士

本

庄

榮

治

郎

.
縄
濟
學
士

森

耕

二

{即

.
洪
學
博
士

.
纒
濟
學
土

.
経
済
學
士

岡 蜷 河

崎 川 上

丈 虎

規 三 肇



経

済

諦
.叢

第
十
七
巻

第
四
號

露

営
躍
百
讐

大
正
十
二
年
十
月
獲
付

議
言彌

叢

猫

身

概
.

論

(
ご

財

部

静

治

婚

姻
そ
の
も
の
.に
は
、
著

し

く
道
徳
を
高

む
る
の
影

響
あ
り

、
絶

え
ず
絶

入

の

こ
ε
を

懸
念

し
℃
又

配
偶
.者
及

子
供

に
蜀
す

る
、
義
務
を
引
受

く

る
が

た
め
に
、
私
慾

.心
を
鏤

め
、
己
れ

の

「
身

に
關
す

る
諸
念
を

、
不
知
不
識

獲

せ
し
め
さ
る
に
至
り
、
・人
心
内

に
於
け

る
、
高
潔

な
る
方
面

を
鼓
舞

せ
し
む
、
性
格

土
羽
熟
を
有
す

る
入

も
、

之
が
だ

め
に

正
道

に
引
留

め
ら

る

、
こ
ε
、
多

き

に
至

る
、
現

に
有

配
偶
者

間

に
犯
人
を
出
す
.こ
`
、
無
配

偶
者

間

に
於
け

る
よ
り

も
、
.比

較
的

に
尠

き
は
」

各
國
.に
著

し
き
事

貿
な
り

、
責

任
.戚

の
啓
獲

は
、

金
く
そ

の
面

目
を

一
新

し
、
絶

え
ず

勤
勉

の
刺
戟

を
受

く
、
家
倉
は

不
知

不
識
末

家
を

慮
り
、
貯
蓄

の
念
を
獲
す

る
に
至

る
、
子

へ

.

の
愛

は
全
く
特
別

の
影
響

を
及

ぼ
し
、
之

が
た

め
に
粗
暴
及
放

逸

の
性
向

は
、
.鏤

め
ら
ら

る

、
を
例

ε
す
、

生
存

論

蟻

濁
身
概
論

第
十
七
雀
.
(第
四
號

こ

四
五
三
　

P

一.



ド

論

叢

凋
身
概
論

第
+
七
巻

(第
四
號

二
)

四
五
四

の

]
.新

内
容

は
、
之
が
π

め
に
入

に
開

か
れ

、
生
存

上

一
腰
高
術

な
る
職

分
は
、
之

に
課

せ
ら

る
、
か
く
て
値
入

を

し
て
.
砒

會
及
国
家

ご
密

接
叉
多
方

面
な

る
、
關

係
を

結
ば
し
む

る
に
至
り

、
引

い
て
叉
肚
會

及
國
家

の
恩
恵

も

ら

セ

で

し

も

を

も

へ

り

ヘ

ヘ

へ

も

も

を

一
層

鮮
明

に
認
識

せ
し
む

る
に
至
b

、
公
共

心
も

亦
畳

醒

せ
ら

る
。
婚
姻

に
か

、
る
影
響

あ
る
が

た

め
に
、
婚

ね

あ

も

も

セ

や

で

も

や

お

う

マ

も

ら

り
　

　

ロ

リ

ぬ

や

や

る

な

や

ぬ

も

や

エ

モ

へ

も

ぬ

や

や

ヤ

ネ

ら

モ

モ

セ

や

姻
に
閲
す
る
動
態
統
計
材
料
、
並
に
配
偶
の
有
無
に
関
す

る
静
態
統
計
材
料
は
、
蕾

に
人
口
増
減
.の
理
論
研
究
の

ヘ

ヤ

も

へ

わ

セ

モ

も

も

も
　

き

ち

し

り

も

も

も

へ

　コ

エ

へ

う

し

コ

つ

サ

し

ヵ

だ

め
に
、
重
要

な
る

の
み
な
ら
す

、
肚

會
道
徳
割
暫

の
た

め
に
、
貴

重
資

料
現

せ
ら

る

、
に
至

る
、
而

し

て
有

配

エ
　

エ
ロ
　
シ

ヒ
カ
イ
ト

チ

ェ
リ
バ
　
ト

偶

の
反
面
た

る
、
無

配
」
偶
は

即
ち
猫
身

(外
語
々
源
に
拉
丁
語

∩
p
、一.σ
調・
無
配
偶
の
状
態
か
意
味
す
)。
た
b
、

そ
の
猫

身

に

つ
き

て
は
、
普

通
知
識
を
具

ふ

る
者

ε
し
て
、
直

ち

に
想
到

し
得

べ
き
が
如

く
、
強
制
濁

身

ご
任
意
猫

身

ε
を

分

ち
得

べ
し
、
且
又
輓
近

の
祉

曾

に
あ
b

て
は
、
生
計

難

あ

る
が
た

め
に
、
雇

傭
契
約

自
由

公
名

あ
り

て
、
そ
の
實

.

な
き
の
例
多

き
が
難
く

、
結
婚

難

あ
る
が
た
め
に
、
婚

姻
自
由

の
名
あ
り

て
、
を
の
實
な

き
の
例
妙

か
ら
す

、

か

カ
プ
ク
デ
　

ル
リ
コ

フ
さ
　

ス
ド

セ
リ

ほ
シ
レ

く
て
、
義

務

的
た
ら
ざ

る
も
、
事
實

上
已

む
を
得

ざ

る
濁
身

あ
b
、
之
を

本
邦
事
實

に
關
す

る
問
題

ε
し

て
、

特
に
統

計
上

よ
り
研
究

す

る
こ
ε

も
、
大

に
興
味

あ
り

ε
考

ふ
る
者

な
り

ε
錐
も
、
吾
人

は
之
を
他
日

に
譲

り
、

以
下

こ
の
複
雑

な

る
題

目

に

つ
き
、
少

し
く
鳥

眼
的

概
観

を
試
み

ん
ε
欲
す

。

一

日
明
菩
薩
経

に
日
く

「
色
欲

は
世

の
枷

な

り
、
鎖
な

り
、
凡
夫

は
懸
着

し
て
、
自
ら
扱
く

こ
ε
能

は
す

、
色
欲

は

世

の
重
患

な
り
、
凡
夫

困
苦

し
て
死
す

る
迄
免
れ
す

、

色
欲
は
世

の
蝸
な

り
、
凡
夫

之
に
遭

へ
ば
、
厄

ε
し
て
受

■



ざ
る
も

の
な
し
、
佛
法

の
行
者

既

に
之
を
捨

つ
る
こ
ε
を
得

る
も
、
天

芝
を
.顧

み
念
は

貰
、
獄

舎
よ
り
出

で
た
る

も

の

、
、
ズ
入
ら

ん
こ
ξ
を
欲
す

る
が
如

く
、
病
を
療

え
た
る
も

の

、
、
復

た
病

を
得

ん
こ
ざ
を
欲
す

る
が
如

し

故

に
智
者

は
.之
を

呵
し
て
、
そ

の
狂

へ
る
を
正
す
」

ε

、
(佛
教
聖
典
=

七
頁
引
用
)

こ
は
簑

に
佛

激
僧

尼

に
、
婚
姻

を
禁

ず

る
に
至
り

し
、

宗
激
的
根
捺

を
説

き

し
、
幾
多

経
典

の

一
な
り
、
古

楽
佛

謙
行

ば
れ
し
諸
国

、
殊

に
本

邦

に
於

て
、
特

に
僧
侶
の
妻
帯
を

禁
ず

る
の
俗

に
關

し
.

如
何
な

る
影

響
を
律

ひ
、
如

何
な

る
論
争
を
生

み

し
か
は

今
姑
ら

く

之
に
不

閃

に
付

し
、
以
下
基
督

教
濁

身
制

の
憂
遷

に

つ
き
、
少

し
く
瞥

見
せ

ん
。

せ
ク
ハ

明
治
八
年

の
諸

寺
院
連
名
建

白
書
中

に
は

曰
く
、「
僧

の
妻

を
畜

へ
ざ

る
こ
ご
は

、
天
主
教

の
敏
師

及
び
耶

蘇

の

敏
.師

に
、

そ
の
側

め
り
、
」
「
何

ぞ
た

だ
佛
子

の
み
無
妻

な
ら

ん
や
」

ε
、
實

に
爾

り
、
熱
り

ε
錐
も

激
涙

に
よ
り

、

古
来

そ
の
制

度

に
寛
厳

の
、
相
違

あ
り

し
こ

ε
を
忘

る

べ
か
ら
す

、
今
猶
太
激

に
遡

b

て
察
す

る
に
、
僑

侶

は
神

聖
を
漬

せ
る
者

、
叉
は
離
婚
者

ε
結
婚

す

べ
か
ら

ざ

る
こ

ざ
、
高
僧

は
寡

婦

ε
結

婚
す

べ
か
ら
ず
、

さ
れ
ご
棘
聖

な

る
行

爲

へ
の
、
準
備
中

に
あ

る
も

の
は

、
凡
て
性
交

を
避

く

べ
し

ξ
の
、
規
定

を
有
す

る

の
み

な
り

し

が
、

リ

ヒ

ヤ

ら

し

ヨ

ヤ

も

ぬ

も

カ

る

へ

新
約

聖
書

に
あ
り

て
は
、

二
方

針
並

び
存

す

る
を
見

る
、
耶

蘇
自
身

は
結
婚

を
以

て
、
最
も
古

く
又
耐
聖

な

る
神

の

一
秩
序

覗
せ
り
、
(馬
太
傳
第
†
九
章
第
四
節
以
下
参
照
)

夫

に
も
拘
は
ら
す

、
婚

姻
は
自

己

の
職

分
及
地

位

に
、
適

せ

サ
ヅ
ケ

ナ
シ

ざ

る
こ
ε
を
認

め
し
も

の

、
如

く
、

か
く
て
凋
身
を
守

る
は
、
「
唯

賦
ら

れ
た
る
者

の
み
、
之
を
爾
う

べ
」
き
を
説

バ
ラ

ゆ

ア
レ
ヅ
キ

ジ

ヘ
ン

ロ

き
、「
そ
れ
母

の
腹

よ
り
.
往
来

た
る
寺
入

国
5
目
訂

(去
勢
者
)あ
り

、
天
人

に
せ
ら

れ
た

る
寺
入

め
り
、
叉
天
国

の

論

叢

濁
身
概
論

第
†
七
巻

(第
四
號

三
)

四
五
五



.

論

、叢

濁
身
概
論
.

第
十
七
巻

(第
四
號

、四
)

四
五
六

ヨ
メ

ミ

ウ

ケ
イ

ゆ

ウ

ル

爲
に
自
ら

な
れ

る
寺
人
あ

り
、

之
を
受
納

る

こ
ε
を

得
も

の
は
受
納

べ
し
」

ε
訓

へ
た
り

(馬
太
傅
第
†
九
章
+

「
.
及
+

二
範

そ
の
問
彼

は

そ
の
門

下
中

、
自
然

の
去
勢

盾

、
及
局
部

切
断
者

あ

る

一
面
に
は
、
道
徳

的
意

志

の
去
勢
者

も
、
亦
存
す

る
を
知

れ
り

、
約

翰

の
黙
示
(黙
示
鈴
繁
+
四
章
四
節
参
照
)特

に
叉
断

乎

ご
レ

て
ば

う
ろ

(辞
林
多
前
書
第
七
寧

ヨ

メ
イ
リ

キ

ヨ

第
一節
二
七
乃
至
三
八
節
参
照
)

は
、
右

の
態

度
を
踏

襲

し
「
婚
姻

せ
ざ

る
者
」
「
嫁

せ
ざ
る
者
は
、
身
も
盤
も
潔

か
ら

ん
た

シ
ュ

ヤ
ム

め
、
圭

の
事
を
思
煩

ふ
」

ε
誘

き
、
特
定
事
情

の
下

、
「
己
こ

ε
を
得

ざ

る
事
」
な
き
限
り

、
不
結
婚

寧

ろ

勝

れ

る

こ
ご
を
明
言

せ
り
、
然

る
に

べ
て
ろ
.を
始

め
ε
し

、
他

の
諸
使
徒
は
妻
帯

せ
り

鳥

太
傳
第
八
章

]
四
節
嵜
林
多
前
書
錆

土
ヒ

ス
ト

ル

九
章
五
節
参
照
)

使
徒

の
信

簡
は

叉
恰

も
僑
正

に

つ
き

、
家

父
ε
し

て
家
族

の
模

範
た

る

べ
き

こ
巴
を
要

求

し
、「
そ

ヒ
ト
リ

テ
ン
ナ

ヅ
ヅ
シ

ミ

ミ
モ
チ

れ
監
督

聾
・・『
o陽

π

る
者

は
、
責
む

べ
き
所
な

く
、
一
個

の
婦

の
夫

な

る

べ
く

、
謹
慎
自

ら
制

し
.
品
行

正
」

し
か

ナ

ノ
ソ

ナ

サ
ム

イ
カ

ニ

ア
リ
カ

る

べ
し
ε
し
、
「
自
己

の
家

を
理

る
こ
ε
を
知
ら

す
ば

、如

何

し
て
紳
の
激
曾
を
管

る

こ
ε
を
得

ん
や
」

ご
説
け
り

〔提
摩
太
前
書
第
三
阜
二
節
以
下
、
提
多
書
第

一
箪
六
諭
以
下
参
照
)
次

い
で
完

成

の
だ
め
に
精
顕

す

る
者

、
濁

身

の
任
意
誓
約

を

立
て
た

る
後

、
僑

侶

ご
し

て
日

々
神
聖

な
る
神
事
を

、
取

扱

へ
る
者

に
ご
り
、
婚
姻
は

元
来
似

合
は
す

ε
の
観
念

う

ヘ

へ

る

モ

カ
も

た

ヨ

ぬ

　

へ

も

も

マ

マ

第
二
世
紀
以
来
益

々
確
定
的
に
趨
れ
り
、
さ
れ
こ
そ
の
復
し
於
け
る
僧
侶
色
欲
の
節
制
、
及
濁
身
制
を
張
ゆ
る
の

り

ド

も

ヤ

も

も

も

リ

マ

へ

も

や

コ

へ

を

へ

も

あ

マ

も

も

ら

寛
嚴
は
、
希
臘
激
會

ご
羅
馬
漱
會

ご
の
間

に
、
多
少
の
相
違
あ
り
、
前
者

に
あ
り
て
は
今
日

に
於
て
も
、
高
位
の

僧

侶
は
叙
任
の
後
、
結
婚
す
る
を
得
す
ε
す

る
も
、
そ
の
歴
史
及
現
在

の
事
實
上
、
こ
の
禁
制
左
程
嚴
な
ら
す
、

さ
れ
ば
比
熱

に
つ
き

一
層
嚴
な
り
し
、
羅
馬
鍬
會
に
つ
き
そ
の
愛
涯
を
尋
ね
ん
。

、

■



、

羅
馬

加
持

力
激
會

に
あ
り

て
は
、
僑
侶

の
婚

姻

に
反
謝

せ
る
醤
規

定
は

、
常

に
新

た

に
特

に

日
。
o
H×

の
法
皇

職
就
任

(
一
Q
四
九
-
五
四
年
)
以
来

、
.甚
だ
勢

よ
く
繰
返

さ
れ
た
り

、
さ
れ
ご
實
際

に
あ
b

て
は
、
濁
身
制
法

は

そ
の
目

的
を
達
す

る

こ
ε
尠
く
.

あ
ら

ゆ

る
諸
國

に
於

て
、

而
も
亦
法
皇

の
面
前

に
於

て

さ

へ
、
幾
多

の
有
配
偶
僑
侶

あ

り
き

、
か
く

て
あ
ら
ゆ

る
法
皇
中

、
最

も
偉
大

た
り

、
敏
椹
を
俗
権

の
上

に
お
か
ん
ご
し

て
、

そ
の
勢
力

嬢
張

に

努

め
π
る

Ω
屋
㈹
窪

く
昌

は

、、
そ

の
激
會

ε
あ
ら

ゆ

る
俗
的
勢
力

ご
を

、
引

離
す

の
主
義

ε

{
激

せ
し

む

る
た

め

叉
激
曾

の
諸

役
が
、
父
よ

り
子

に
相

綾

さ
る

、
こ
ご
を
防

く

た

め
、

↓
〇
七
四
年

羅
馬

の
層
正
會

に
て
、
獲

布

せ

る
命
令
を
職

行
し
た
り
、

そ

の
命

令

に
よ
れ

ば
、
聖
禮

を
取

扱

ふ

べ
き
有
夫

の
各

僧
侶

、
並

に
か

、
る
僑
侶

の
手

に
よ
り
、
聖
禮

を
受
く

る
俗
人

は
、
破
門

の
庭
罰
を
受

く

べ
し
ε
せ
り

、
そ
は
特

に
低
位

の
僑
侶
側
よ

り
、
強
き

反
抗

め
b
し

に
拘

は
ら
す

、
廊
行

ざ
れ
π
り
、
次

い
で

∩
塾

誉

HH.
(
一
=

九
年
及
=

二
【二
年
)

及

Hき

o
NO昌
N
目

=

=
二
九
年
)
は

、
優

侶
の
婚

姻

↓
切
を

、
奄

く
無
数

ご
宣

言
せ
り
、

そ
の
後

の
漱
會

法
は

是
等

の
規
定
を

、
幾

度

か

繰
返

し
て
確

認
し
、
最
後

に

目
「げ
葺

の
僑
正
倉

に

て
確

認

せ
b

、
現
今
羅
馬

加
持
力
激
會

に
於

て
、
濁

身
制

に
關

し

て
現
存

せ
る
規
律

は
、
大
膿

に
次
の
如

し
、
即

ち

有
配
偶
者

は
僧
職

に
任

ぜ
ら

る

、
を
得
す

、
配
偶
關
係

は
不

可

分
π
り

、
精
神

的
高
位

ご

一
致
せ
ざ
れ
ば
な
り

、

そ
の
例
外

は
妻

が
僧
院

に
入

る
こ
ぜ
の
、
決
意

め
る
際

に
限

り

て
起

る
、
.低
級

の
僧
侶

婚
姻
す

る
ε
き
は

、

そ
の
入

に
よ
り
結

ば
れ

た
る
婚

姻
は
有
効

な
る
も
、
激
職
及
激

曾

扶
.持

は
奪
は

る

べ
き
な
り

ε
す
。
、
さ
れ
ご
之

`
共

に

叉
僧
侶
ざ

、
隙

し
女

火
は
家

事
世
話

女

ご
の
、
放
蕩

に
・關
す

論

叢

蜀
身
概
論

第
†
七
巻

〔第
四
號

五
)

四
五
七



論

叢

㎜倒
身
概
論

第
十
七
巻

(第
四
號

六
)

四
五
入

る
歎
聲

は
、
価御
身

制
が

一
般

に
法

律

上
存

在

せ
る
間

、
古

く
も
新

し
く

も
存

せ
る
こ
ぜ
は

.
沈

黙

す

べ
き

に
非

す

、
ぽ

か

つ
ち

よ

一
の
名
著

十
日
物

語
を

、
縮

け
る
者

は
蹴

れ
も

、
這
般

の
消
息
を
會
得
す

る

に
固

ま
ら
ざ

る

べ

し
中

古

に
め
り

て
は

又
潔
白

な

る
妻
及
娘

が
隔

誘
惑

さ

る

、
こ
ε
な

か
ら

ん
た
め
、
自
治
艘

の
催

促

に
基

づ
き
、

も

あ

蓄
妾

は
層
倍

に
許

さ
れ
た
b
、
而

し
て
層

止
は
蓄

妾

に
基

づ
く
租
税
牧
入

の
た

め
、
之
を
便
易

な
ら

し
め
だ
b

、

近
時

に
至
り
凋
身
制
廃

止

の
申
請
は
、

一
層

頻
繁

な
.る

に
至
り

し
も

、
そ
は
無
効

果
を
糖
け

把
り
、
佛
蘭

西

に
て

麟
大
革

命

の
當
特

、
僑

侶
は

有
配
偶
状
態

に
入

る
こ
ε
を
誓
約

せ
る
も
、

「
八
○

　
年

の
政

教
契
約

囚
o
葺

o
己
鉢

は
、
狸
身

制
を
逼

り
た
り
。

中
・古
時
代

に
於
け

る
基
督

敏

の
理
想

は

、
禁
欲

的
π

り
き
、
一初
期

の
漱
會
【激
父

は
、
婦
人
を

も
婚

姻
制
を
も
、

共

に
聖
者
ら

し
き
生

活

の
障
碍

現
し
、
凋

身
制

は
又
層

侶

へ
の
、
規
則
だ
り

し
は

上
述

の
如
く

な
り

き
、
之

ε
共

に
注

意
す

べ
き
は
、
初
期

教
會

が
婚

姻

に

つ
き
、
輕
微

な
る
管
轄

権
を
及

ぼ
せ
る

に
反

し
、
後
世

の
儀

式
は

宗
敏

的
ε
な
b
・
寺
歴
教
曾

於
て
・
僑
侶
に
よ
り
行
は
る

・
に
至
り
し
こ
妥

b
、
婚
姻
は
遂
に
敷
會
聖
禮
の

;

に
数

へ
ら

る

、
に
至
り

。
全
事
項

は
宗
激
的
管
轄

権

の
下

に
、

お
か

る

、

に
至
れ

り

、
聖
禮

畢
説

・。霧
轟
ヨ
Φ
暮
巴

芸
臼
3
・
ε
し
て
知
ら

る

、
此
見
解

に
よ
れ
ば

、
婚
姻

關

係
を

永
久
不
愛

覗
す

、

中
古

に
於
け

乃
激
権
的

法
廷

の
、

廣
き
管

轄
穫

囚
に
は
、
宗
敏
的
事
項

の
み
な
ら
す

、
婚

姻

に
關
す

る
諸
問
題
を

も
含
み
た
b
、
敏
會

法
廷
は
異
端

者

研
、
審
問
す

る

の
権
力
を
宿

せ
る

の
み
な
ら
す

、
婚

姻

の
敷
力

を
宣
告
す

る
の
権

力
を
も
亦
有

し
た
り
、
從

ひ



て

『
婚

姻
は

そ
の
奴
力

を
殺
く

べ
き
、

小
敏

黙

の
泥

め
に
無
敷

ピ
さ
る
る
こ

ε
み
り

し
も

、
離
婚

そ

の
も
の
は
許

さ
れ
ざ
動
き

、
羅
馬

加
持
力
激
曾

は
、
今
筒
婚

姻
を

一
塁
禮

親

し
、
何
等

の
離
婚

権
を
も

、
認
む

る

こ

ご

を
拒

　
む
。

然

る
に
そ
の
問

崇
轍
改
革

に
よ
り

て
起

れ

る
新

敷
漱

會
は
、
自
由

て
ふ
そ
の
根
本
原

則

に
從
ひ
、
初

め
よ
り

そ
の
僧
侶

に
凋
身

の
義
務

を
冤

除
せ

り
、
乃

-
た

一
は
既

に

一
五
二
〇
年
、

一
文

〉
昌

島
窪

∩
匿

い臣
∩
琴
p

>
α
①
一

匹
2
倖8
『
卑

冥
鑑
o
口

中

、
僖

侶

の
婚

姻
を
許
す

べ
き

こ
ε
を
、
詳
細

に
説

き
し
以
前

に
、
そ

の
門
弟

傅
侶
中
敷
者

は
凋

身
制
法
を
破

り
、

る
一
た

-
自
身

は

一
五

二
五

年

に
、
新

敏

の
右

自
由

を
行
使

せ
.b

、
ま

こ
一
れ

一
の
如
き

や

あ

げロ

し
　

ち

め

ラ

ヤ

セ

ね

ヘ

ヤ

ぬ

ヤ

も

ぬ

あ

モ

あ

や

ヘ

セ

へ

の

り

む

も

や

き

か

マ

ち

ヘ

ヤ

う

も

は

、
蕾

制

の
如
何
な

る
部
分
も
、
宗
漱
改
革

家

に
よ
b

惜
.ま
れ
陀

る
こ
`
、
凋
身

制

に
彿

は
れ
セ

る
尊
敬
を

、
悟

あ

も

も

も

や

も

あ

な

め
る
に
如

く
は
な

し
ε
評
論
せ
り
、

か
く
倫

侶

の
婚

姻
を

許
し
た

る
宗
轍
改
革

ε
、
中

古
敏
會

の
禁
欲
的
思

想
を

攻

撃
し

π
万
丈
勅
復

興

ざ
は

、
両

々
相

待
ち

て
、
敏

會

の
権
力
を

弱

め
、
国
家

の
権

力
を

強
大
な
ら

し
む

る
に
資

し
た
り
、
こ
は
結
局

民
事
的
灌
力

の
下
に
、從

前
轍
曾

に
よ
b

て
行
使

さ
れ
し
.

幾
多
椎

力
を
奪

ふ
の
結
果
を

生

め

り

、
輓
近

の
傾
向

は

、
絶

え
ず

激
會
及
国
家

分
離

の
方
向
を

ご
り
て
進

み
、

こ
の
趨
勢

は
婚
姻

に
離

し
て
、
塑

り

行

く
態

度
ご
し
て
反
映

さ
れ

た
り
、
}
の
晟
事
婚

姻
條

例
は
、
穿
①
潮
目
の
す
己

亀

Ω
o
ヨ
ゴ
・2
一
に

よ
b
獲
布

さ
れ
、
鰍

大
陸

に
於
け

る
同
様
な

る
愛
器

は
、
大

部
分
佛
蘭

酉

革
命

の
結

果
な
り

、
第
十
九

世
紀
は

又
激
洲
を
通

じ
、
同
観

念
の
勝

利
を
見

た
り
、
離
婚

を

禁
ず

る
.法
律

は
、
實

際
上

久
し
く
妨
害

さ
る

、
こ
ε
な
く

し

て
存

続

せ

る
も
、
新

.

學
説

に
含

ま

る

、
原

則
は
、
後

に
そ

の
結
果

を
生
み
初

め
た
り

、
宗
激
的
法

廷
は
封
建

貴
族

の
法
廷
同
様
、

久
し

論

叢

獅
身
概
論

第
十
七
巻

(第
四
號

七
)

四
王
九

引.CfBurchandPatterson,,AmericanSocialProblems,'20pp.3買3,3T4・



論

叢

掲
身
概
論

第
+
七
巻

(第
四
號

入
)

四
六
〇

く

一
切

の
権
力

を
失

へ
り
、
差

し

そ
の
.管
轄

権
は
、
国

家

の
法
廷
に
よ
り
取

上
け
ら

れ
し
を
以

て
な
b
、最

後

に
離

婚
承
認

さ
れ
し
際

、
民

事
法
廷
は
そ

の
権

利
を
授

く

べ
き
、
唯

一
の
適

當
な

る
法
律
機
關
た

り
き

、
而

し
て
今

日

の
婚
職
式

に
あ
り

て
は
、

宗
激
的

並

に
民

事
的
観

念
は
共

に
、

そ
の
勢

力
を
固
守
す

る
も
、
全
然
民
事

的
な

る
婚

姻

も
ネ

可
能

に
あ
ら
す
、

通
常

は
.
一
の
儀
式

が

一
価
侶

に
よ
り

、
棲

ま

れ
得

る
に
先
ち

、
国
家

の
権
力

に
よ
力

、

認

可
を
受

く

る
こ
ご
.を
必

要

こ
す

、

一
部
の
欧
洲
諸
国

は
、
民
事
婚
姻
を
必

要

ε
な
す
も

、
希
望

に
よ
う

て
は
引

ホ

続

き
、
宗
激
的
儀
式

に
よ
る

こ
ε
を
得

べ
き
も

の
ε
す

、
.是
等

の
事
項
た

る
、
猫

身
制

に
直
接

關
聯
す

る
所

な
し

ご
難

も
輓

近
凋

身
問
題

を
考

ふ
る
に
當
b

、
心
得

お
く

も
無
用

な
ら

さ
る
知
識
な

り
。

二

僅
諺

に
よ

る
に

「
懸

に
上
下

の
隔

て
な

し
」

蓬
言
ひ

、
叉

「
わ
れ
鍋

に
ご
ぢ
蓋
」

ざ
吉

ふ
、
實

に
懸
愛

の
天
地

に
あ
り
て
は
、
攣

通
自
在

な

る
を
得

べ
し
ご
す

る
も
、
婚

姻
自
由

の
中

に
は
、
必
ず

し
も
自
由

た
り
得
ざ

る
も

の
あ

・

、

、

、

、

冷

、

、

・

、

、

、

、

㌧

、

,

、

・

、

、

、

、

、
.

ち

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

・

・

、

り
、
僧
侶
階
級
に
劃
す
る
妻
帯
の
禁
解
か
れ
、
萬
民
間
に
於
け
る
婚
姻
自
由

の
大
勢
、
益

々
醸
成
せ
ら
る
る
に
從

や

あ

も

も

し

ロ

た

　

も

も

ヤ

ろ

マ

モ

も

あ

　

る

カ

も

ヘ

ヤ

ヤ

で

つ

で

ぬ

も

も

へ

も

ひ
、
論
理

の
貫
く
所

、
離

婚
自
由
を

生
む

ε
共

に
、
凋

身

自
由
を
生
む

べ
き
は
親

易

き
所

た
り
、
併

せ
て
又
多
撒

人

の
自
由
行

使

に
よ

り
、

一
部
階
級

の
自
由

を
阻

害
す

る
の
問

題
、
起

る

べ
き

こ
ご
を
想
像
し
得

べ
し

、
そ
は

兎

に
角
輓
近
砒
會

に
、
任
意
凋
身
増

加
の
趨
勢

あ
る
や

否
や

の
問
題

に
關

し
、
q
評
o
∋
器

嗣
窒
、o
己

Ω
一落

H
。
昌
。
が

ネ

夙
.に
六
十
年
前

、
興
味
あ

る

↓
玄

同
幕

O
窪
冨
受

。
『
曄
。
Z
空
けδ
ロ

を
讃
表

せ
.る
は
、
注
意
す

る
の
値

あ
り
、
氏

+CfRvrchandPacers・n,叩 ・cit,pp・3M3r5・
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は
先

つ

一
八
五

}
年
人

口
實

査

の
結
果

、
二
十
歳
及

そ
の
以
上
な

る
、
大

不
測
顛

の
総
女
子

七
人

に

つ
き
、

三
人

は
夫

な

く
、

叉
二
十

乃
至

四
十
歳

の
女

御
百
中

、
四

〇
(本
邦
大
正
七
年
末
の
箏
實
に
よ
れ
ば
、
三
四
・
四
の
無
配
偶
女
あ
り
)

は

そ
の
年

次

の
人

口
統

計
表
中

、
未

婚
女

ε
記
録

さ
れ

た
る

こ

ε

を

翠

け
、
.又

同
年

の
人

口
實
査

委
員

O
Φ
諺
臣

∩
。
日
日
奮
δ
莞
閉

が
、

そ
の
當

時
生
存

せ
る
人

口
中

、
極

め
て
人

な

る

一
定

割
合
は
、
決

し

て
結
婚

せ
ざ
る

べ
き

こ
ε
を
豫

冒

せ
る
の
事
實

を
引

き

お
き
.っ
っ
、
引
続

き
そ

の
豫
言

が
、
見

當
蓮

ひ
に
過

ぎ
ざ
b

し

こ
ご
を
、
信
ず

べ
き
各

理
由

あ
b

ε
し
、

か
く
て

一
八
六

】
年

に
於

け
る
、
入
口
實
査

の
諸

表
は
、
韮
山
然
的

に
は
十
年
前

に
於
け

る
よ
り

も
、

↓
層

人
な

る
人

口
中
、

　
暦

人
な

る
割

合
が
、
無
配
偶

を
続

く

る
こ
ε
、

さ
れ
ば

そ
の
際

十
年
前

に

於

け
る
よ

り
も

、
溢

か
に
多
数

の
未
婚

女
あ

る
の
み

な
ら
す

、
女

総
数

ξ
の
比
較

上
、

一
層

人
な

る
こ
ε
、
從

ひ

て
猫
身

は
総
数

に
於

て
も
、
.率
に
於

て
も
、
増

し

つ

、
あ

る
こ
ε
を
、
示
す

こ

ε
あ
ら

ん
ξ
推

測

し
、
之
を
以

て

右

の
趨

勢

に
聞
す

る
評
論

に
進
む

の
前

駆

た
ら

し
め

た
り
。

評
論

a
撃

頭
氏
は
故
人

に
し
て
卓
越

せ
る
學
者

同
押

出
9
Σ
①

二
八
六
二
年
死
す
即
ち

訂
・。臣

の
古
論
丈
強
奪
削
一
年
)
が

問
題

の
事
項

に

つ
き
、
人

々
は
毫

も

選
澤

の
鹸
地

を

宿

せ
す

、
統

計

に
よ
而
推

断
せ

る
所

に
よ

る
に
、
婚

姻
敷

は

,
個
人

の
気
質
及

希
望

に
よ
り
決

せ
ら

れ
す

、
個

人
が

何
等

の
威
力

を
も
寸

及

ぼ
し
得

ざ

る
普

通

の
諸

大
事
實
」
に

よ

り
、
決

せ
ら

を
ご
せ
る
こ
ご
を
擧
げ

、
併

せ
て

bd
9
江
o
が
「婚

姻
敷

は
穀

慣

に
、
定
ま

れ
る
特
定
關
係
を
有
す

」

ε
し
、

火
薬
蘭

に
あ
り

て
は

一
世
紀

の
経
験

上
、
「
そ

が
個

人

の
諾
威

情

ε
、
何

等

か
の
關
係

を
存
す

る
代
b
に
、

論

叢

濁
身
概
論

第
十
七
巻

(第
四
號

九
)

四
六

「

一一. 』
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論

叢

濁
身
概
論

第

十
七
巻

(第
四
號

F
℃
)

四
六
二

　

ヘ

へ

し

も

セ

し

も

ヤ

輩
純

に
民
衆

多
数

の
、
卒

均
勝

得

に
よ
り
規
律

せ
ら

る
L

ご
、
な

せ
る
を
引

き
を
魯

つ

、
、
此

史
家
.に

よ
る
統

計

ロ

い

も

も

や

ヤ

へ

ち

や

へ

も

あ

ヘ

ヒ

も

常
例

の
宿
命
論
融
解
繹

に
、
.反
蜀

の
態

度
を

執
b

て
、
評
論

に
入
れ
画

、
そ
の
儘
引

用

せ
ん
か
、
曰
く

恰

も
越

さ
れ
セ
る
年

次

の
統

計
は

、
右
の
結

論

に

つ
き
て
は

然
ら
す

ご
す

る
も
、
右
論
旨

の
前
提

に
、
悲

し

む

べ
き
肯
定
を
授

く

る
に
似

セ
リ
、
蓋

し

"
。
αq
耳

聖
-
0
9
q
巴

の
報
告

は

、
目
磐
。留
年

Φ
の
婚

姻
数

が
、
賃

銀

傘

に

つ
れ

て
低
下

せ
る
こ

ε
を
示
せ
ば
ね
り

。

さ
れ
ご
吾

人
は
右

の
事
實

に
よ
る
自
然

の
露
結

が

切
9
冠
Φ

に
よ
り
杣
出

さ
れ
た

る
論
旨

の
、
反
射
た

る

べ
き

こ
ピ
を
説
く

の
要

あ
り

、
若

し
年

々
の
婚

姻
数

が
、
事
實

起

れ

る
所

ε
反
射

に
、
個
人

の
諸
事
情

翼
化

ざ

は
、
全
然
無
闕
係

陀
b
し

ε
せ

ん
か
、

そ
の

こ
ε

に

つ
き

て

の
個
人

の
行

爲
は

、
個
人

ご
し
て
抵
抗
す

べ
き

何
等

の
力
も
有

せ
ざ
る
、
何

か
の
勢

力

に
よ
り
支

配

さ
る

、

こ
ξ
を

、
正
當

に
蹄

結

し
得

べ
か
ら

ん
、

さ
れ

ご

]
面
人

々
が
大

部
分
は
、
婚
姻
す

る
の
鱗
裕

あ
り

ε
考

31

る
特

に
、
婚
姻
す

る

の
事
實

に
よ
れ
ば
、
「
個
人

の
諾
威

情
」
が
そ

の
結
果

に
、
幾

分
か
關
係
す

る
も

の
あ

る

を
示
す

に
足

る
、
他

面
前

よ
り
少
数

の
八
、
妻

及
家

族
を
養

ふ
の
能
あ

る
際
、
婚

姻

一
層

少
数
な

る
の
事
實

に
よ

れ
ば

、
婚
姻

へ
の
引

力

が
好

し
有
力
な
b

ε
す

る
も

、
そ
は
全
く
抵

抗
を

許

さ
す

ご
す

べ
き

も
の
に
あ
.

ら

す
、
猫
身

は
尠

く

ξ
も
多
数

の
場
合

に
あ
り

て
は

、
個
人
的

分
別
を
行

使

せ
る
、
結

果
だ

る
こ

蔦
を
讃
す

し

ち

カ

も

セ

も

も

ヘ

ヵ

ロ

ヘ

ヤ

も

へ

り

ヤ

も

セ

へ

ね

し

も

も

も

あ

ヘ

へ

ち

あ

エ

モ

た

め

テ

ヘ

へ

も

故

に
無
配
偶
者
は
そ
の
事
柄
に
つ
き
、
非
難
を
冤
が
る

べ
き
ε
否

ご
を
問
は
す
、
吾
人
は
之
を
し
て
あ
ら
ゆ

マ

も

マ

へ

た

も

を

り

も

し

あ

ヘ

ヤ

も

る
責
任

よ
り
、
菟

が

れ
し
む

る
を

得
す

、

さ
れ

ご
事
例

の
諸

事
情

は
、
簡

軍

に
し

て
又
容
易

な

る
、

ご
9
配
①

暑Cfβ.uck】e,Historyof(=iviLizationinEngland,1～ ρ2ed.Vol.1.p.3z.

.
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所
説
二
形
式
の
何
れ
に
も
、
統
書

套

を
得
す
、
露

膳

部

ガ
、
好
感

欝

寧

・
謬

墾

脚
.

肝
雰

審

察

寮

稗

ゼ
ニ

冨

繋

暮

ぜ
で

取
分
け
麦

は
中
階
級
に
於
け
る
天

が
・
バ

ソ
屋

の
勘

定
書

の
金

「尚
を
以

て
、
自

己

の
婚
姻

へ
の

】
障

碍

ε
考

ふ

べ
き
、
恰
も
最
後

の
も
の
な
b

ε
、
盲

ふ
は
無

駄
な
り

、
且

又
勢
働

者
階
級

の
婚

姻

ε
錐

も
、

バ

ソ
の
大

さ
叉
は

そ
の
所

得

の
高

ε

一
致

し

て
攣

す

る
二
ご
は
獲

見

さ
れ
す

、
食
励

、
賃

銀
、
婚
姻
及

人

口
間

の
關
係

に
關
す

る

、
主
要
説

明
看

た

る

岩
鼻
ぎ

④

自

身
は

、

　
七
二
〇
乃

至
五

〇
年
中
、
「
パ

ソ
の
代

債
は
著

し
く
下
落

し
た
る
も
、
賃
銀
は
騰
貴

ぜ
る
よ
り
、

勢
働
者
は

百

の
勢
働

に
よ
り
、
小
笙

ペ
ッ
ク
(桝
目
弄

鹸
)
の
、雰

の
二
の
岱

に
、
そ
の
全
部
を
買
ひ
得

た
る

こ
ε
」
を
注
意

せ
り
、

さ
れ
ご
氏
は
附
吉
口
せ

b
、

パ

ソ
を
自
由

に
口

に
し
得

る

こ
ご
は
、
大

に
増

せ
る

も
、

た
め
に
そ

の
割
合
丈

け
の

、
婚

姻
及
人

口
増

加
を
生

せ
す

、
そ

の
代

り

に
著

し
き
程

度
迄

.
下
層
階
級

民

の
家
、
着

物
及

そ

の
食
物
の
質

に
、

　
改
頁

は
惹

起

さ
れ
た

り
、
ヒ⇔
⊆。
匹
①
の
測
定
は

、
耐
會
進

歩

の
両
極

端

の
、
何

れ
に
も
適
合

せ
ざ

る
に
似

た
り
、
即

ち

螢
人

は

一
人

を
養
は

ん
こ
、
企

つ
る
に
先
ち
、
蓋
然
的

に

一
家
族
を
支

え
る
の
能

あ
る

べ
き
か
を

、
考

ふ
る

こ
ε
な
し
、
又
文
明
及

便
利

の
何
物

か
に
、
慣

れ

た
る
人

々
は
、

疲

に
婚
姻
生
活
の
要
件
ご
し
て
、

↓
定
量
の
穀
物
、
叉
は
或
種
類

の
瞳
し
き
生
計
以
上
に
・
高
き

「
標

準
を
有
す

、
而
し

て
全
燈

ご
し

て
大
不
列
顛

に
於
け

る
勢
働
賃

銀

に
は

、
絶

え
ざ

る
増
加

あ
る
を
以
て

全
肚

會
は

さ
迄
蓮

か
ら

ざ

る
職

代
に
、
穀

粉

の
代

償
を
結
婚

の
信

號

ご
し

て
、
番
す

る
の
必
要

以
上

に
お
か

論

叢

蜀
身
概
論

第
+
七
巻

(第
四
號

=

V

四
六
三

r



論

叢

獅
姦

…論
.

第
+
七
巻

(第
四
號

三

(

四
六
因

れ

ん

こ
ε
を
、
期
待
す

べ
き
理
由
あ
り
、

そ
れ
に

も
拘

は
ら
す
文

明
及

一
般

の
繁

榮
進

み
、
人

々
の
大
衆

は

吾
人
が
説
き

つ
つ
脅

し
が
如
き
、
婚
姻
障
碍
の
制
肘
鳶

、
覆

せ
ら
る
る
に
從
ひ
、
濁
身

雇

稀
少
ε

な
り
、
遂
に
は
統
計
家

の
注
目
を
、
惹
か
ざ
み
に
至
ら
ん
ご
断
ず

べ
き
か
、
鐙
撮
材
料
の
指
示
す

る
結
論
に

よ
れ
ば
・
寧
ろ
そ
の
蚤

に
・
婁

掛

製

ジ
饗

ゼ
罫

、
薯

要

港

勢

が

裡

・
、ぺ
C
、

り

も

カ

　

サ

も

ヘ

へ

も

ら

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ら

も

り

契
交
脚
炉
逸
F
契
曹
汝
か
を
に
從
が
、

一
思
普
通
ε
な
る

べ
き
、
人
間
生
存
形
態
観
す

べ
き
な
り

あ

も

や

ヤ
　

ヘ

へ

た

も

へ

く

欝

霧

欝

姦

e
婁

じ
で
・
蕎

ぜ
バ
事

努

讐

禦

撃

雰

、
讐

存
す
・
に
似
な

、

ボ
剃
ゴ

野
匿
。
分
所
謙
夢
駁
い
ゲ
?

挫
創
樹
勢
骨
漕
げ
ガ
郵
を
、飾

宇
ひ
肝
ガ
㌘
硬
骨
P
鈴
が
か
か
講
起

ヘ

ヒ

じ

し

oい
器

は
次
暑

の
如
く
器

卿

な

勢
寒

露

力
欝

霧

那

齢

い
、
参

欝

冬

婁

]グ

辞

せ
り
・
.所
論
周
到
懇
切
を
窮
慧

は
、
な
し
蓋

る
が
如
き
も
、
面
白
き
節
あ
る
を
以
て
、
簡
讐

之
を
紹

介
せ
ん
が
・
先
づ
欝

に
つ
き
て
は
惟

ヘ
セ

、
荷

故
に
左
程
多
携

婦
人
が
蕪

配
偶
砦

か
」
ε
の
聞

に
樹

・
し
、
最

も
明

か
に
し
て
ヌ
直
接
な

る
答

は
、
左
程
多

く

の
婦
人

が
、
有

酷
偶
な
れ

ば
な
り

ご
す

乃
に
あ
り
蓬
、

そ

の
立
言

一
見
詭

辯

に
似

た
る
が

如

き
も
、
謂

れ
な

き
主

張

ご
凪
断

じ
難

し
、
蓋

し
婚
姻

極

度
迄
増

加
し
、
人

口

蕃
殖
も
亦
同
じ
割
合
を
以
て
、
進
み
た
と

せ
ん
か
、
各
種
の
職
業
及
地
位
は
、
必
ず
し
も
同
じ
割
合
嬉

き

る

べ
き
結
果
も

て
・
競
争
は
大
ご
曾

、
賃
銀
及
所
得
は
減
少
し
、
ぞ

て
男
子
は
以
前
に
比
し
、
遙
か
に
多

■



藪
な

る

べ
き
も

、
婚
姻

し
得

べ
き
人
は

一
層
少
鍛

ざ
な

り
、
加
之
男
子

は
婦
人
職

業

の
範

圏

に
も
、
推

入
わ

て
之

を
奪

ふ

こ
ε
こ
な
り
、
無

配
偶
婦
人

を
多

か
ら

し
む

ぺ
け
れ
ば
な
り

、
そ

の
外

り
。。・=
。
は
移
住

現
象

に
よ

り
、
男

子
は
婦
人
が
随
行

し
得

ざ

る
厨

に
、
行

き
得

べ
き
を
以

て
、
大
不
例
顛
内

に
於
け

る
、
無

配
偶
婦
人

の
敷
を

一
大

に
増

ぜ
る

こ
ε
を
附

言

せ
り
。
次

に
失

明

に

つ
き
て
は

惟

へ
ら
く

、
婚

姻
及
人

日
は
交

羽
に

つ
れ
て
増

し
把
b
、

而
し
て
現
時

の
英
蘭

に
於
け

る
民
衆

は

、

そ
の
数

が
比

較
的
少

か
り

し
先

岨
時
代

に
比

し
、
暮

し
向
良
好

ε
な
れ

り
ε
主
張

せ
ら

れ
た
り
、
、
さ
れ
ご
交

明
は
増

さ
れ

た
.る
人
員

に
、
住

む

こ
ε
を
可
能

な
ら

し

め
π

る
も

、
.凡
て
現

存

せ
る
人

々
を
し

て
、
健

康
叉
氣
樂

に
叉

世
間
艦

を
保

ち

つ
つ
、
住

む

こ
`
を
可
能

な
ら

し
め
ざ
り

き
、
叉
寅
明

に
よ
b
婚

姻
牽
を
増

せ
り

ご
想

像
す

る
は

、
交

明
が
人

口
を
増

せ
る
黙

に

つ
き
、
書

せ
る
働

に
關

し
、
誤
り
観
念

せ
る
も

の
陀
り
、
寧

ろ
反
封

に
文
明
は

、
婚
姻

牽
を
大

に
阻
上

し
、
叉

一
層

人
な

る
度

に
於

て
、
死
亡
率
を
阻
止

せ
り
、
從

ひ
て
有

配
偶
者

も
無
配
偶
者

も
共

に
、
今

日

は
吾
人

の
阻
先

に
比

し
、
遙

か
に
多
藪

な
り

、
締
取

り
女

Q。
鳳
・
。。容

を
以

て
、
夫

な

き
庭

女

の
別
名

ξ
な

せ
る
の
曹

態
止
み

て
、
吾
人

の
中

可
な

り
の
人

員
は
、
冷
笑
者

流

に
よ
k老

樹
身
男

。
己

σ
・量

　

及
老
嬢

・
匡

長

島

ε
呼
は
る
る
人
々
π
り
、
ぞ

て
燭
身
叉
未
婚

は
孚

清
新
叉
輓

近
的

の
も

の
π
ら
す

し

て
、
氣
扱

け
て
古
臭

き

一
物

だ

る
の
想

あ
ら

し
む
、
敢

て

か

、
る
冷
笑
を

加

ヘ

ス
四
+
歳
以
上
な
る
を
老
未
婚
者

轟

ぶ
の
、
新
用
例
を
開
か
ん
ε
す
る
が
如
き
は
、
言
語
の
濫
用
な
り
、
砂
一

ε
も
そ

の
人
勘
忍

し

て
凋

身
を
守

る
の

…
事

か
、

そ
の
有

配
偶
な

る
隣
人

の
た

め
、
何
故

に
餓

え
ざ

る
か
の
、
主

論

叢

獅
身
概
論

・

第
十
七
巻

(第
四
號

=
二)

四
六
玉

、

冒

,



へ

論

叢

凋
身
概
論

・

第
十
七
巻

(第
四
號

}
四
)

四
六
六

要
理
由

ご
な
り
居

る
人

々
に

つ
き

て
は

、
寧

ろ
鄭
重

に
談

せ
ら

る

る
の
要

あ
り
、
凋

身

は
英
蘭

に
あ
り

て
は

～
婚

姻
及

文
明

の
何

れ

に
も
、
止
ま

れ
の
命

令
を
下

さ

ん
ご
、
篭
倍

せ
ざ

る

「
切

の
人

々
に
よ
り

、
婚

姻

及
文

明

の
結

果

ε
し

て
、
注
意

し
て
助
勢

さ
る

べ
き
な
り
、
勲

功
あ

る
猫

身
状
呪

を
、、
不
評
判

に
陥

る
れ
ん

ε
す

る
、
言

衷

は

し

の
各
形
式

は
、
本

論
著
者

の
如

く
、
自
身
幸
…陥
に
有

配
偶

た
ら

ん

こ
ご
を

、
欲
す

る
人

々
全

部
に
よ
り
、
特

に

ヤ

も

カ

ゆ

や

ね

ら

ね

も

ね

ち

へ

り

し

る

ヵ

も

や

ち

へ

で

セ

あ

ヘ

モ

セ

も

も

も

ヤ

冷
硯

さ
る
べ
き
な
り
ご
せ
b
。
右
の
所
論
は
任
意
凋
身
増
加
の
影
響

に
閲
し
、、
樂
観
に
失
す

る
の
嫌
あ
る
ご
共

に

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

v

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

℃

輓
近

肚
會

の
産
物

ε
し

て
の
、
.婚

意
あ

る
無

配
偶
者

へ熱
意
あ
ろ
失
業
者
に
射
し
、
試
〃
に
;
の
用
語
例
な
考
案
す
)

を
問

ふ
こ

ら

め

も

へ

あ

コ

へ

あ

マ

セ

ε
、
鮮
明
を
観

く

に
似

た
り
、

さ
れ
こ

こ
は
立
論

常
時

の
時
勢

に
照

さ
ば
、
恕
す

べ
き

も
の
多

か
る

べ
き

ε
共

に

書
入

は
右

の
論
旨

に
關

嚇

し
て
、
前

に
引

け

る
諸

寺
院

連
名
建

白
書

中

の

一
節
を

、
想
起

せ
す

ん
ば

め
ら
ず

、
即

ち
曰
く今

日
世

人

の
そ
の
子
を
出
家

ε
な
す

は
、
寒
貧

に
し

て
多

子
を
養

ふ

こ
ε
能
は
ざ

る
ε

こ
ろ
な
り

、
寺

に
托

イ

ヘ
ガ

ラ

ア
マ
タ

し
て
養

は
れ

ん

こ
ε
を
求
む
、
或

は
従
前
な

れ
ば

門

閥
家

に
て
、
別
家
す

る

こ
ε
能
は

ざ

る
も

の
、
醗

多

の

子

あ
り
て
、
外

に
遣

る

べ
き
麗

な

き
ょ
り
、
出
家

ε
な
す

こ
ε
多
し

、
故

に
之

に
名
を
與

へ
て
、

い
は

ぼ
そ

マ
ビ
ク

ヤ

も

り

し

モ

の
子

を
間
引

ε
云

へ
し
、
草

木
や
野

菜
の
如

き
も

.

.間
引

が

さ
れ
ば
生

長
し

が
た

し
.
〔中
略
)

人

も
亦
死

よ

う

ヒ

あ

し

ヤ
　

で

ヘ

ヘ

へ

も

も

ゐ

ロ

う

も

へ

ぬ

も

マ

も

ち

も

も

ノ

b
生
す

る
も

の
多

け
れ
ば
、
間

引

く
法
な
く

ん
ば

あ
る

べ
か
ら
す

、

(中
略
)

貧
民

の
多
子
或

は
乞

食

ε
な
り

イ
タ

或

は
盗

賊

ξ
な
り

て
、

父
母

の
.心
を
傷

め

ん
よ
り

は
、
出
家

ε
な
り

て
身
を

立
て
道
を
行

ひ
、

以

て
父
母

の

、

「



ソ
ン
ズ
ク

名

を
顯

さ
ば
、
見
れ
孝

に
あ
ら
す

や

孫
紳
か
喩
道
論
に
具
さ
に
こ
の
答
為
醸
す
)

ご
、
彼
心
酔
年
濁
鼻
筋
を
守
か
魯
か
を
炉
か
か
ぞ

梅
酢
骨
幹
愛
獣
を
徹
か
盟
レ
忌

径

酔
恥
い
℃
瀞
を
仔
ボ
智

か
を
が
だ
ポ
に
、
」
蜘
少
ざ
砂
響
か
欝
ヴ
、
を
刎
跡
印
が
鋭
柵
慰
が
然

鐙

ゼ

立
認
に
卯
を
間
じ
デ
引
却
ガ
か

わ

ゐ

へ

や

も

つ

モ

も

ル

セ

へ
　

り
　

ヤ

も

な
し
ご
せ
ざ
る
は
、
興
多
き
に
井
す
や
。

芭

輓
近
肚
曾
に
濁
身
を
増

せ
乃
の
事
由
に

っ
き
て
は
、
諸
方
面
に
之
を
求
む
る
を
得

べ
し
、
比
熱
に
關
し
前
引
用

イ
ン
ス
ダ
　
ビ
ク
チ
　

bd
⊆「。ゴ
。
一同匙

雰
茸
Φ「ω○
ロ
の
著

書

が
、
離
婚

否

一
般

に
輓

近

家
族

生
活

不
定

の
原
因

ε
し
で
、
説
け

る
所
は

大
艘

に
、

濁

身
増

加
の
原
因

に
も

、
嘗

て
得

べ
し

ご
考

ふ
る
を

以

て
、
以

下
之
を
骨
子

ε
し

て
少

じ
く
説
明

せ
ん
。

工
場

工
業

の
勃

興
は
、
家
族

の
経

済
的
職

分
愛

遷
を

、
顕
著

な
ら
し

め
た
b

、
之
が

た
め
に
生
産

は
家
庭

よ
り
工

場
に
移
れ
り
、
古
く
は
父
農
作

に
當
り
、
妻
は
紡
織
し
、
生
活
必
雪

叩
の
大
部
分
は
・
家
族

の
範
圏
内

に
て
生
産
・

さ
れ
た

り
、
然

る
に
A
-日

は

バ
ソ
、

ソ

ッ
プ
の
如

き

。
食
料
品

ご
錐
も

、
家
庭

に
於
げ

る
よ
り
も
、
工
場

に
よ
b

供

給

さ
る

、
こ
ε
、

一
層

多

き
」
至
れ
り
、
分
業
及

機
械

の
使
用

は
、
諸
貨
物
を
低
廉

又
潤
澤
な
ら

し

め
た

り

ご

錐
も

内
同
じ
力
は
家
族

生
帰
内

の
、
経
済
的

交
互
寄

頼
關

係
を
破

り
た
り
、

父
の
み
な
ら
す
母
及
子
供

も
、
亦
傭

は
れ
口
を
鞭
見
す

べ
き
、
大
陸
業
中
心

地
は
獲
達

せ

b
、
工
場

工
業
制

は
家

に
於

て
な

さ
る

べ
き

、
仕

事
を
減

せ

し

め
た

る
も

、
婦
人
及

子
供

に
黝
し
、
工
場

内

に
於

け
る
勤
務

を
授
け

、
家
族

の
諸
員
は

、
異

れ

る
場
所
及
吸

業

論

叢

蜀
身
概
論

,、

第
+
七
巻

(第
四
號

」
五
)

四
六
七

一Cf.BtirdhandPatterson ,p.uit.,P.32zf.

`

9
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「
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」

論

叢

親
身
概
論
、
一
と

第
十
七
巻

(第
四
號

=
ハ)

四
六
入

に
傭
は
れ
、

利
害

關
係
は
攣

り

、
家
庭
は
時

ξ
し
て
食

ひ
叉
眠

る

べ
き
、
場

所

た
る
以
外

に
、
何
等

の
意
義

な

き

"
至

る
、

か

、
る
事
情

は
歴

々
井
祉

會
化

せ
る
子
供

、
特

に
.家
族
生
活

の
傳

習
を

全
く
歓

け

る
子
供
を

、
生

む
の

結
果

を
生
す

、
金

銭
引
替

の
婚

姻
は
、
今
日
或

は
減

じ
た

り
ざ
す

る
を
得

べ
き
も
、
金
銭
的
考
慮

が
家
族
生

活
の

實
際

基
礎

ε
な
れ

る
婚
姻

は
多

く
、
金
銭
失

は
れ

そ

の
基
礎
薄

弱

ε
な

る
が
た

め
に
、
家
族

の
崩

壊
を
生

む

こ
ご

砂

か
ら
ざ

る
ε
共

に
、
初

よ
り
此
基
礎

備
は
ら
ざ

る

が
だ

め
に
、
婚
姻

を
結

ぶ
に
至
ら

ざ

る
も

の
多

し
、
又
母

た

る
諸
義
務

に

つ
き

て
の
、
實
際
訓
練
を

看
却

す

る
が

た
め

に
、
未
来

の
代

に
於

け
る
、
不
幸

の
蒙
塵

ε
し
て
結
實

さ
る

、
こ
ご
あ

る
ε
共

に
、
家
族
生
活

そ
の
も
の

、
極
硯

ご
な
り
、
婚

姻

の
花

を
開

か
さ
る

こ
ピ
あ
り
、
、特

に
米

国
に
於

て
鮎
禁

集

庭

に
於
け
る
嚢

務
の
、

郵

を
引
受
け

つ
る
忽

・
ご
は
、
家
事
讐

・
塗

・…
§

・・

の
科
程
獲
達

せ
る
に

っ
き
、
之

を
察

し
得

べ
し
、
長

時
間

工
場

に
使
役

せ
ら

る

、
母

は
、
間

々
同
様

に
使
役

せ
ら

る

、
娘

に
射

し
、
華

瓶
な

る
所

帯
持

ち

の
術

を
激

へ
、

叉
は
例

に
劇
b
説
明
す

る
の
時
を

有

せ
ず

八
時

あ
b

て
は

心
神

叉
ぼ
身
禮

の
疲
勢

に
よ
b
、
母
を

し
て
妻
及
母

た
る
、
自

己

の
義

務
を

も
、
鑑

し
得

ざ
ら

し
む
る

に
至

る
、

ネ

叉
劃

し
き
生
存

競
争

は

、
配
偶
生
活

よ
り
そ

の
美

黙

を
奪

ふ
こ
ε

あ
か
。

同
様

に
重

大
な

る
事
相

は
、
反
封

の
事

情

に
支

配

さ
る

、
、
他

の
階
級

の
家
庭

に
あ
り

て
も

看

る
を
得

べ
し
、
幌
近

大
工
業
制
は
特

に
諸

郡
市

に
あ
り

て

は
、
家
庭

に
於

て
な

さ
る

べ
き
仕
事

の
高

を
減

じ
た

b
、
從

ひ
て
富
裕

階
級

の
婦
人

は
、
屡

々
情

け

て
氣
樂

な

る

暮

し
を
な
す

、
出
隼
牽

低

き
を

示
す
は

、

こ
の

「
怠

惰
な

る
富

者
」
群

に
あ
り
、

そ
は
離
婚

を
生

み
、
醜
聞

を
蒔

曽C£E】lwood,SociologyandblodcrnSo.cialProblems,

BlackmarandGillin,OutlinesofSociology,p.147.

Rev.ed.p.r50;

,



.

く
層こ
嘘
夥
し
き
ざ
共

に
、
家
族
生
活
の
理
想
を
蔑
幌
す
、
.非
智
利
的
叉
不
健
全
に
使
用

さ
れ
た
る
飴
暇
は
、
道
徳

的
繊
維
姦

ら
し
む
る
こ
.ご
、
苦
要

は
翠

墨

活
に
よ
る
よ
り
も
糞

に
多
し
・
結
論
ε
レ
て
吾
人
は
言
ひ

得
べ
し
、
霧

審

察

雰

欝

器

、ひ

璽

・
翼

謬

蕎

儒
書

・
憲

慰

ガ
ザ
斜

碁

穿

黍

律

審

硲

茅

、
雰

欝

増
姿

勢

ゲ
詠

い
罫

幸
に
も
駿

参

審

憂

欝

参

謀

風
垣
侮
か
を
,齢

夢
前
ゆ
か
撫
鋭
か
、
脾
罫
仰
而
樹
齢
に
か
か
ひ
勅
魯
階
級
樹

登
い
鐙
剃
ひ
理
血
似
把
蹴
マ

リ

ち

ミ

つ

も

も

も

ゆ

　

も

へ

た

ら

り

い

ヤ

も

や

へ

も

し

も

も

ロ

カ

結

ば
れ
す
叉
屡
々
分
裂
さ
れ
し
家
族
生
活

て
ふ
、
.同
様

の
問
題
を
示
か
。

婦
人
が
産
業
界

に
入
れ
る
こ
ε
は
、
種
々
の
経
済
的
肚
曾
的
結
果

に
よ
り
,
顯
揚
せ
ら
れ
た
り
、
そ
の
趨

勢
は

究
極
に
於
て
、
枇
會
に
有
利
な
る
べ
き
ゃ
疑
な

か
ら

ん
も
、
過
渡

の
時
代
に
は
ゴ
箆

ま
し
か
ら
ざ
る
特
殊
の
肚

曾

■的
結
果
馨
生
す
、
最
近
時
に
至
る
迄
、
婦
人
は
そ
の
正
不
正
は
別
ご
し
、
何
時
も
経
済
上
男
子
に
、
從
腫
せ
る
も

の
ε
想
は
れ
た
り
、
こ
の
見
解
は
婦
人
が
常

に
、
肚
會
の
産
業
的
労
働

の
大
部
分
を
、
燐
め
る
の
事
貴

あ
り
し
に

拘
は
ら
す
行
は
れ
た
b
、
さ
れ
ご
そ
の
仕
事
は
家
庭

に
限
ら
れ
し
を
以
て
、
男
子
の
仕
事
程
注
目
を
引
か
ざ
り
き

故
に
結
婚
は
兜

換
券

.
一
畜

患

は
れ
な

・
さ
れ
ご
現
今
婦
人
に
開
か
鷲

る
響

艮

・
杏

弘
ま
.

れ
る
よ
り
、
結
婚
は
最
早
必
要
な
三
.
扶
養
方
便
意

想
は
れ
す
、
離
婚
誹
不
幸
な
る
有
配
偶
生
活
を
・
脱
す
る

の
出

口
を
授

く
、
婦
人
は
今

日
猫

立

の
競
争

者

ざ
し

て
、
産
業
界

内

に
あ
り
、
羅

さ
れ
た

る
仕

事
の
報

酬

ε
し

て

確
定
牧

人
を

受
く
、

こ
の
増
大

し
行

く
婦

人
の
経
済

的
稠

立

は
、
有
鴎
偶
夫

人

の
財

謄
権
を
、

立
定

植

る
法
律

に
.
.

論
」
叢

蜀
身
概
論
.

第
十
七
巻

(第
四
離

一
七
)

四
六
九



論

叢

濁
身
概
論

第
十
七
巻
.

(第
四
號

一
八
)

凶

七
〇

つ
き
之
を
濃

し
糞

し
・
麟

の
み
な
ら
す
愛

婿
謬
嶽

宴

曜

罫

経

謬

解
禁

、
饗

に
寄

カ

も

の

り

で

る

ぬ

あ

さ
れ
だ
る
も
の
な
り
。

産
業
交
明
の
地
歩

に
俘

ひ
、、生
活
標
準
の
上
昇
を
促
し
、
そ
は
勿
論
生
活
費
の
増
加
を
伴

へ
り
、
欲
望
及
願
望
は

所
得
よ
り
も
・

一
思
急
嬉

し
、
昨
日
の
葎

品
は
、
今
日
の
必
需
曼

な
れ
り
、
高
き
生
活
標
準
は
實
現
さ
れ

得

べ
し
ご
せ
ば
、
薩
.會
上
勿
論
肇
ま
し
き
も
、
人
口
中
多
撒

の
分
子
は
、
そ
の
現
在
所
得
に
よ
り
て
は
、
事
貿
上

實
現
し
得
ざ
る
生
活
標
準
を
立
て
、
叉
沓
群
は

冒
贋
上
位
に
あ
る
経
済
階
級
に
よ
b
、
立
て
ら
れ
π
る
標
準
を
模

.

徹
せ
舎

希
望
丈

・
は
家
庭
的
奈

辛
の
原
因
に
し
て
、
そ
は
増
大
し
行
一
離
婚

に
反
映

せ
ら
る
、
か
毛

奢

拶
脚
か
惣
ひ
脚
世
辞
費
駐
が
喫

鍬
捌
的
け
麟
晩
が
鯉
姻
年
鰐

酔
碑
脚
ポ
剃
だ
ポ
狸
翻
墨
摺
測
灘
婬
響
加
ゼ
、

偲

掛
左
⑳
蘭
を
賛
討
、
而
し
て
右
の
如
く

一
家
を
樹
立
す
る
に
足
る
の
、
地
位
及
所
得
を
享
受
す

る
に
至
る
の
困

.

難

は
、
肚
會
階
級
の
如
何
に
よ
り
甚

し
き
相
違
あ
り
、
不
熟
練
勢
働
者
は
比
較
的
に
早
く
、
そ
の
所
得
の
頂
黙

に

挙

る
を
以
て
・
若
く
し
て
婚
姻
す

べ
き
も
、
既
・
手
工
業
者
に
曾

て
は
、
凋
立
長

給

全

し
て
椙
當
所

得

あ
る
地
位
を
授

見
す

る
・
三

層
困
難

り
、
今
H
の
男
君

由
業
者
に
あ
り
て
は
、
之
が
盛

者
努

増

加
す
る
が
た
め

に
、
そ

の
瞥

利
事
情

は
他

の
階

級

に
於

け
る
よ
り
も

、
蓬

か
に
困
難
叉
菲
薄

肥
り
、

一
面
生
存

欲

求
は
割
合

に
高
き
を
以
て
・
高
書

入
り
豆
類
の
所
得
を
受
く
.る
量

る
迄
は
、
そ
の
経
済
上
有
配
偶
生
活
の
.
」

、鍬
責

任
を
引
受
く
る
を
得
ず
、
結
婚
を
慎
む
の
念
も
亦
強
し
、
さ
れ
ご
心
理
學
春
の
読
ぐ
所

に
よ
る
に
.
人
生
三



「

十

歳

以
よ

は
、
個

人
の
習
慣

比
較
的

に
固

定
せ
ら
れ
、

之
を
攣
更

す

る
こ
ご

一
層
困
難

ε
な

る
、
從

ひ

て
高
年

に

し
て
婚

姻
す

る
人

々
は

、
夫

婦
柑

譲
り

て
和
合
す

る
こ

ε
、
若

く
し
て
結

婚

せ
る
夫
婦
間

に
於
け

る
よ
り
困
難

な

り

永
き
濁

身

を
凌

ぎ

つ

・
、
高
年

に
し
て
漸

一
新
婚

旅

行

に
就
き
得

だ
り

こ
す

る
も
、

そ
は
や

が
て
叉
猫

身
生
活

に

還
る
の
、
事
由

ε
な

る
こ
ε
め
り
得

べ
き
は
、
想
際

し
難

か
ら
す

、
唯
成
熟

せ

る
諸
年
齢
は

、
判

断
及

分
別
を

生

む
に
反

し
、
性
急

な

る
青

年

に
よ
り
、
浪
漫

な
る
懸

愛

の
果
敢
な

き
夢

に
耽
り

、
軽
卒

に
梁
約

さ
れ
た

る
早
婚

　

が
、
夫
婦
生
活

の
滲
劇
を
生
む
こ
ε
多
き
も
、
怠
る
べ
.き
に
非
す
。

輓
近
の
新
産
業
組
織
は
、
諸
大
都
市
火
膨
.脹
の
結
果
を
生
み
た
り
、
而
し
て
都
鄙
生
活
標
準
に
相
違
あ
る
は
、

最
も
明
か
な
b
.
天
涯
風
及
不
徳
は
、
屡

々
郷
市
生
栖
ε
組
合
は
さ
る
、
家
庭
の
内
外

に
於
け
る
軋
轢

の
機
會
は

密
接
及
高
き
生
活
標
準

の
π
め
に
、
遙
か
に
多
し
、
朋
密
過

ぎ
た
る
地
風
特
に
貧
民
窟

に
、
住

め
る
者
の
間
に
あ

ひ
て
は
、
尋
常
に
幸
幅
生
活
を
送
る
こ
ε
難
く
、
・そ
の
生
活
事
情

の
下
家
な
き
看
は
殊

に
多
し
、
離
婚
ご
張
に
凋

ギ
ナ

身
者
に
臨
む
は
、
想
像

し
難

か
ら
す
o

、
次

に
個
人
主
義
を
擧
げ
得

べ
し
、
来
れ
個
人
主
義
の
興
隆
は
、
交
物
復
興
に
次
げ
る
時
代
に
起
れ
り
、
そ
は
宗

も

も

や

コ

あ

あ

鰍
改
革
及
佛
氷
政
治
革
命
ε
な
b
て
表
白

さ
れ
た
り
、
こ
の
自
由
化
運
動

一
進

の
結
果

ご
し
て
、
婚
姻
は

一
塁
禮

マ

ヘ

ロ

ら

も

ね

や

　

し

し

ゃ

も

セ

ビ
し

て
よ

り
も
、
寧

ろ

一
民

事
契

約

嘘
想
は

る

、
に
至

り

し
は

、
前

に
も

;

旧
せ
る
が
如
し
、
古

き
威
力

め

る
家

族

型
は
、
家

長
制
時
代

に
そ

の
極
度

の
獲
展

を
遂
げ
、

婦
人
は
夫
の

財
産

ご
想
ば

れ
た
り
、

そ
の
精

神
の
痕
跡
鳳

雛

畿

蜀
身
癩
皿調

.

,

第
十
七
巻

(第
潤
號

】
丸
)

四
七
「
.
.
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蜀
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號
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四
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二

幾
多

世
紀

に
亘

り
、
家
族

生
活

に
残

さ
れ
た
る
も
、
現

今
個
人
主
義

の
普
及

に
よ
b
、
全
く
清
却

さ
れ
た
り
、
文

語
肚

會
施
設

は
現
今

,
そ
れ
身
髄

の
た
め
に
存

在
す

る
も

の
ξ
想
は

れ
す

.
寧

ろ
之
を
創
設

せ

る
人

々
の
、
利
益

の
た

め
に
存

立
す

る
も

の
ご
せ
ら

る
、
か
く
て

一
施
設

ε
し
て

の
家
族

も
亦
必
す

し
も
、
本
家

神
聖
な

り
こ
は
考

へ
ら

れ
す

、
而

し
て
藪

に
個
人
主
義

ε
謂

へ
る
は
、
寧

ろ
濁

極

め
及

利
己

の
精
神

を
、
指

せ
る
も
の

た
り

、
即

ち

そ
の
人
を

し
て
自
己

の
諸
希
望

、
否

そ
の
愛
惜
及
我
儘

が
、
命
ず

る
儘

だ

る
に
至
ら
し

む

べ
き
精
神

な
り
、

そ
の

精

脚
は

一
切

の
肚

會
施

設
を
不
定

た
ら

し

め
、
特

に
家

族

を
不
定

た
ら

し
む
、
差

し
家
族

は
恰
も
正
反
謝

の
、
謙

ネ

譲

に
打
建

て
ら

る

、
の
要

あ
れ
ば
な
り
。

個
人
主
義

の
興
隆

は

、
「
婦
人
運
動

」
ご
し
て

一
般

に
知
ら

る

、
も
の

に
反
映

し
た
り

、
吾
人
は
前

に
婦
.人

の
経

済

的
解
放

に

つ
き
説

け

り
、
今

や
同
局
題

の
智
能

的
法

律
的
事
相

に
移
ら

ん
ε
す

、
男

子

へ
の
纒
濟

的
寄
頼

に
基

づ
く

、
婦

人

の
地
位
劣
弱
は

、
最

早
存
在

せ
す

、
欝

制

度

の
下
に
あ
り

て
は
、
妻

は
蒙

れ

る
諸

不
正

に

つ
き
、
匡

正

注
を

有
す

る

こ
ご
輕

倣
な

り
き
、

婦

人
は
間

々
我
慢

強
(
、
そ

の
運
命

を
忽

ひ
た
り

、

さ
れ

ざ
新

灌
利
及
新
見

　

で

ぬ

マ

モ

ヤ

へ

あ

地

の
獲
得

ご
共

に
、
婦
人
は
昔
時
屈
従

し

だ
る
境
遇

よ

り
、
救
は
れ

ん
ご
す

る
の
途

を
選

び
、
響
む

べ
し

ご
威

せ

リ

セ

カ

ロ

　

ロ

し

　

し

も

も

も

ゆ

ち

コ

へ

あ

て

ヤ

ぢ

も

も

ヨ

を

も

へ

る

あ

へ

し
縁

よ
り
、
解
放

さ
れ

ん
ε
切
望

せ
る
が
如

く
、

か

、
る
縁

を
結

ぶ
こ
ご
を

、
慎

む

に
至

れ
り
。
而

し
て
婦
人

の

人
格

に

つ
き
て
の
、
最
高
又
最
更
な

る
啓
鞍
を

、
妨
げ

π

る
諸
事
物

よ
り
、
婿
入

を
脱

せ
し

め
ん
ε
す

ろ
の
意
味

に
よ

れ
る
.
婦
人

解
放
望
感

し
か
ら
す

ε
は
、
何

人
も

主

張
せ
ざ

る

べ
し
.

さ
れ
ざ

こ
の
婦

人
解

放
は
、
婦

人
向

Cf.Ellwood,op.cit.,p.148.



上

の
機
會

を
作
れ

る
ご
同
様

、
落
下

の
特
殊
機
會

を
齎

ら

し
た
り
、
換
言
す

れ
ば
婦
人

の
解

放
は
、

あ
ら

ゆ

る
階

級

の
婦
人
全

部
を
、
高
荷

な
ら

し
む

る
こ
・し
な
か
り
き

、
寧

ろ
反

鋤

に

　
郡

の
婦
人

に
Σ
り
て
は
、
放
逸

へ
の

一

機
會

ざ
な

れ
り

ご
は

な
し
兼

諏
ご
も
、
融肌
會

の
蘭
耐
特

に
叉
家
族

の
安

固

ご
.
而

立

せ
ざ
る
猫

極

め
及
私

慾
を
.

生
む

の
縁

由

ε
な

れ
り
、
去

れ
羅
馬

の
婦
人

は
、
完

全

な
る
解
放
を
貫
徹

せ

る
も
、
た

め
に
そ
の
祀

會
的
地

位
を

良
好

な
ら

し
む

る
こ
ご
な
か

り
き
、
反
動

に
羅

馬
婦
人

の
解
放

は
、
婦
人

の
堕
落
結
局
は

叉
、
羅

馬
家
族
生
活

の

風
儀
壊
齪

を
意

味

し
た
り
、

こ
は
婦

人
解
放

に
必
然

伴

ふ

べ
き
も
の
な
り

ご
な
し
得
す

・し
も
、
襲

來

の
虞

あ

る
蟹

隈
危
険

な
り
、
現

に
輓

近
耽

曾

に
も

之
あ

る
の
鐙
糠
を

、
目
撃

し
得

る
こ

ご
尠

き

に
弁

ず
、
他

の
あ
ら
ゆ

る
解
放

運
動

に
於

け

る
ε
同
様

、

一
部

の
人

に
ε
り
、
自

由

の
危

険
は
、
制
御

の
危
険

に
比

し
少

く
ε
も
誓

大
な

る

べ
き

　

こ

ご

獲

見

せ

ら

る

。

(未
完
)
.
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